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平成２７年度新見市地方独立行政法人評価委員会（第１回）議事要旨 

 

１ 日 時 平成２７年７月２日（木）１４：００～１７：００ 

２ 場 所 新見公立大学 本館２階 会議室Ａ 

３ 出席者 

（１）評価委員会 新中委員長、森口委員、杉委員 

（２）公立大学 難波学長、公文副学長、奥舎事務局長、斎藤学生部次長、古屋次長、

吉田参与、黒川主査、羽場主事 

（３）事 務 局 上山課長、宮地係長、掛屋主査 

４ 議 事 

（１）平成２６年度実績報告書及び財務諸表の評価等について 

   「平成２６年度事業報告書」、「平成２６年度に係る業務の実績に関する項目別

実績報告書」、「平成２６年度財務諸表」、「平成２６年度決算報告書」の各資料

に基づき、公立大学から説明を受けた。 

 今回の評価委員会では、大学からの説明にとどめ、次回評価委員会（７月１５日

（水）午後１時３０分～）にて審議することとした。詳細は、以下のとおり。 

 

委員発言要旨 

※質問４件 

 

事務局（大学）回答要旨 

※●は質問への回答ではなく、自主的な発

言 

［事業報告書について］ 

 特になし 

 

［項目別実績報告書について］ 

 

 

 

 

 

 

１ 学生の確保対策について 

・県内でもいろいろなキャッチフレーズで、

学生確保対策に努めているのをよく見か

ける。  

・大学だけでなく、市もＰＲを考えないとい

けない。 

 

 

［事業報告書について］ 

特になし 

 

［項目別実績報告書について］ 

●教員に対する行政からの各種の委員

就任要請には全て対応している。２０

くらいあり、少し加重なのかなと思う

が、できることは全て対応する方針で

ある。 

 

 

・１８歳以下人口の絶対数が減ってきてい

る。将来の学生確保対策については全国

的に大変な時代を迎えた。全力で取り組

まなければいけない課題である。地域福

祉学科の定員割れについては予想でき

ていた。（地域福祉学科長にもハッパを

かけたが、動きは鈍かった。） 
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２ 学生の支援  

・看護学生の奨学金の状況は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 授業料について 

・入学者の欠員により受験料収入が減った

が、入学金自体低いはずである。市内唯一

の高等教育機関であり、授業料は極力抑え

ていこうというのが市政の考えだと思う。 

 

 

 

 

 

 

［財務諸表について］ 

 特になし 

 

［決算報告書について］ 

４ 赤字については、入学者の定員割れがあ

って、どうしようも無かったという側面も

あるのではないか。 

 

 

 

 

・今年は岡山市１人、新見市１人である。

ＩターンやＪターン者も対象にしてく

れればいいと思う。  

※地域医療係へ確認  

（H25:7 人  H26:5 人  H27:3 人） 

 

●市内飲食店で食事した学生の食中毒（ノ

ロウイルス）が発生（１０名程度）した。

お詫びに来られたが、飲食店も適切に対

応されており、これまで学生もお世話に

なっているのでこれからもがんばって

くださいと伝えた。 

 

 

・国公立大学は通常５３万円だが、新見は

４８万６千円である。約９割だが、新見

市の地理的要因などを考慮して、学長と

市長が協議して決定したものである。 

 

●評価委員会での評価結果の職員への周

知について、各委員会では周知したもの

の職員への周知徹底は不十分であった。

周知方法を検討しないといけない。  

 

［財務諸表について］ 

 

 

［決算報告書について］ 

・赤字決算となっている要因は、 

①  大学院の開学 

②  助産学専攻科の設置費 

③  保健管理センターの整備費 

④  予定外の４名の退職（運営交付金

外） 

⑤  短期大学（地域福祉学科）の定員割れ

（１５名分（５０人定員中３５人の入

学））や、余剰金第１期中期目標期間

満了後の市への返還金６０，７６１，
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３１２円などである。 

・定員割れについては、当方の考えも甘か

ったし、来年度同じような状態になる

と、学科そのものをどうするかの検討が

必要となる。 

・１８歳未満人口の減少により、厳しい環

境になる。職員教員ともしっかり努力し

ないといけないと考えている。 

・赤字決算ということは、支払が滞ってい

たということで、どうにもならない場合

は一時借り入れが必要となる。 

（２）次回開催日について 

・平成２７年７月１５日（水）１３時３０分からとした。 

 以上 


